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原
南
陽
　
医
案
②

　
一
商
婦
。
秋
間
に
至
れ
ば
大
い
に
喘
息
し
苦
し
む
。
常
に

も
動
作
自
由
な
ら
ず
、
廃
人
な
り
。
予
に
治
を
求
む
る
に
任

せ
て
診
す
る
に
、
巨
肆
櫓
に
背
を
支
え
て
坐
す
。
数
十
日
動

く
こ
と
能
わ
ず
。
唾
る
に
も
此
の
形
に
て
、
少
し
く
倚
側
す

れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
前
作
甚
だ
し
く
、
食
は
一
椀
位
と
言
う

但
其
の
発
す
る
時
を
問
う
に
、
背
よ
り
顕
ま
で
板
の
如
く
に

な
り
で
、

顧
に
も
痛
む
。
一
医
の
勧
に
て
ハ
味
矢
数
百
日
用
い
て
喘
・
は

少
し
く
ゆ
る
む
と
言
う
。
葛
根
湯
を
与
え
て
、
五
貼
ば
か
り

に
て
起
歩
す
る
事
を
得
た
り
。
数
を
重
ね
て
全
く
意
ゆ
。
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